
 
 

 

 

教育目標  

◎よく考える子ども ○思いやりのある子ども ○明るくたくましい子ども 

 

避難拠点についてご存知ですか？             副校長 西澤 圭一 

 
 秋が深まってきました。学校では様々な樹木が実をつけ、鳥たちが喜んでいます。  

10 月 1 日の運動会はいかがでしたでしょうか。久しぶりの運動会、コロナ前に完全に戻

せたわけではありませんが、どの子にとっても達成感がもてた、充実した行事になりまし

た。保護者の皆様におかれましては、徒歩での来校、時間差をつけた受付と参観などご協

力を賜り、感謝申し上げます。ありがとうございました。アンケートのご回答も非常に多

く、来年度の実施の参考にさせていただきます。  
さて、11 月は展覧会を実施します。こちらは 4 月から取り組み仕上げてきた図画工作の

作品を中心に展示し、互いの作品から学び、認め合う機会として実施いたします。大勢の

皆様のご来校をお待ちしております。  
話題は変わりますが、災害時の対応について一つお知らせしたいことがあります。  

災害が発生したときに、北原小学校が避難拠点となることはご存知だと思います。  
日中であれば、学校として、お子さんの安全確保、保護者の方がお迎えに来るまでの保護

などを行います。それと同時に、被災した方々を体育館に受け入れます。教職員は基本的

にお子さんの安全確保に携わります。  
では、地域の方々のための避難所の運営はだれが携わるのでしょう？  
携わるのはおもに以下の方々です。  
①練馬区防災課の職員  
②避難拠点要因：練馬区の職員でこの地域に居住している方  
③学校の教職員の一部  
④北原避難拠点運営連絡会  

①～③についてはイメージできると思います。  
④はいかがでしょう？④は地域にお住いの方で構成されているボランティア団体です。約

20 年前に発足し、今でも毎月 1 回の打ち合わせ、年 2 回程度の訓練などを行っています。 
 避難所があることは多くの方がご存知だと思いますが、その運営の仕組みはほとんど知

られていないことだと思います。区の業務ではありますが、地域のボランティアの方の力

も欠かせないことをご理解ください。そして、④の団体は発足 20 年、当時のメンバーの

方々が続けてくださっています。参加者を募集していますが、なかなか新しいメンバーが

入らないことが悩みとおっしゃっていました。  
避難所運営は公助・自助・共助があって円滑な運営が可能になると言われています。区、

学校、地域に住む皆様自身の協力があって災害時の安心が保てます。避難所の運営につい

てご理解いただくとともに、いざという時には、ご協力いただけますようお願い申し上げ

ます。  
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3日(木) 

７日(月) 

8日(火) 

10日(木) 

11日(金) 

12日(土) 

14日(月) 

16日(水) 

 

文化の日 

あいさつ運動(始) 

安全指導  

展覧会（児童鑑賞日） 

展覧会（児童鑑賞日） 

展覧会（保護者鑑賞日）教育実習(終) 

全校朝会  

就学時検診 午前授業 

 

  18日(金) 

  

 21日(月) 

23日(水) 

 25日(金) 

 28日(月) 

 29日(火) 

30日(水) 

中学校部活動体験(６年) 

あいさつ運動(終) 

クラブ活動 

勤労感謝の日 

避難訓練 午前授業 

全校朝会 クリーン運動 委員会活動 

保護者会（１・２年生） 

午前授業 

１１月の行事予定 

今月の生活目標   

力を合わせて楽しい学校にしよう 

今月はふれあい月間です。いじめ防止授業や校長

講話、学級で「練馬区いじめ一掃プロジェクト」

として、今年度は「いじめ防止標語」作りなど

に取り組み、いじめについて考える１か月です。友

達とのより良い関わり方を学び、互いに良い関係を

築く機会にしていきます。また、代表委員会を中心

に朝の「あいさつ運動」が 11 月７日（月）から 

１８日（金）の期間実施されます。 

寒暖の差が激しく、衣類の落とし物が目立ちま

す。自分の持ち物の管理や衣服の調節を自分ででき

るようにして、落とし物や忘れ物を減らすよう指導

をしていきます。 

（生活指導主任 阿部 直人） 

4年生 
「水道キャラバン」 

社会で「わたしたちのくらしと水」という学習をし

ました。１０月８日には水道局からゲストティーチャ

ーをお迎えして「水道キャラバン」を行いました。 

 私たちの飲み水を蓄えている水源林やダムのことは

360 度映像で学習し、浄水場の仕組みについては、凝

集剤やろ過を使って汚水がきれになっていく様子やに

おいがなくなる様子を、実演を見て学習しました。 

 子供たちから「今まで何気なく使っていた水をこれ

からはもっと大切に使いたい」という声聞かれました。  

学習を終えた子供たちは「水道キャラバンツアーガ

イド」に任命され、たくさんの人がかかわってきれい

にしている水道水を大切に使ってほしいということ

を、みんなに広める仕事を任されました。 

学習したことを、生活の中で生かしてくれることと

思います。 

 
自分たちでつくりあげる展覧会 

 

 体育館がすてきな美術館に変わる「展覧会」がいよい

よ近づいてきました。今回のテーマは「つながる ひろ

がる ココロおどる」です。表現を通して、「もの」や「人」

とつながる、「思い」が広がる、そして子供たちの「心が

躍る」、つまりドキドキワクワクするということ。そうい

うものがみなさんに伝わるといいなと思っています。 

展覧会は運動会や音楽会と違って、「当日が本番」とい

うわけではありません。体育館には主役の子供たちがい

ないからです。そこで今年度は、土曜公開にあわせて全

学級で造形活動に取り組みます。作品の出来栄えだけで

なく、子供たちが心を動かし、試し、夢中になって考え

て表現している姿を是非見て頂きたいです。その先に作

品がある、と思って頂けると、展覧会の見え方がより豊

かになるのではないでしょうか。子供たち一人一人が１

学期から表現してきたたくさんの思いにあふれた場、そ

れが展覧会です。どうぞお楽しみに。 

 

（図工専科 金垣 洋） 

 
 
◆展覧会 

 すでにお知らせしておりますが、11 月 10 日

（木）～12 日（土）で展覧会を行います。 

コロナ前と同じ規模での実施を、予定していま

す。会場は体育館です。なお、12 日（土）は土

曜授業として、造形活動の様子を参観していた

だきます。大勢の方のご来校をお待ちしており

ます。 

◆兄弟学級交流 

兄弟学級交流は、１・６年生、２・３年生、４・

５年生がペアになり、朝の学習の時間に遊びを通

して、交流する活動を行います。本年度は 3 年ぶ

りに復活して実施しています。６・３・５年生は、

遊びの企画・運営をします。短い時間ですが、他

学年への思いやりの気持ちをもつ機会になってほ

しいです。 

お知らせ 


